
資料紹介
　

笙
し
ょ
う
は
、
雅
楽
に
お
い
て
「
吹
き
も
の
」
と
呼
ば
れ
る
管

楽
器
一
つ
。
響さ

は
り銅
製
の
簧し

た

（
リ
ー
ド
）
を
取
り
付
け
た

十
七
本
の
竹ち

く

管か
ん

が
木
製
の
匏ほ

う

に
挿
し
込
ま
れ
て
お
り
、
そ

の
匏
の
吹
口
か
ら
、
息
を
吹
き
込
ん
だ
り
吸
っ
た
り
し
て

音
を
出
し
ま
す
。

　

こ
の
笙
は
、
竹
管
の
裏
面
の
銘
か
ら
、
制
作
年
と
作
者

の
判
明
す
る
貴
重
な
作
品
で
す
。
作
者
の
頼ら

い

尊そ
ん

は
、
鎌
倉

時
代
前
期
に
活
躍
し
た
信し

貴ぎ

山さ
ん

朝ち
ょ
う

護ご

孫そ
ん

子し

寺じ

の
僧
で
、
最

も
優
れ
た
笙
の
作
者
と
伝
え
ら
れ
る
人
物
。
痩や

せ
て
古
び

を
帯
び
た
竹
管
は
、
こ
の
楽
器
が
永
い
時
代
を
経
て
今
に

伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

対
し
て
匏
は
、
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
。
海か

い

浦ぶ

の

銘
に
ふ
さ
わ
し
く
、
岩
に
打
ち
寄
せ
る
波
と
貝
、
海
藻
が

繊
細
な
蒔
絵
で
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
笙
を
納
め
る

箱
に
も
、
波
の
描
写
は
あ
り
ま
せ
ん
が
同
様
の
文
様
が
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
に
と
っ
て
、
楽
器
は
単
な
る
実
用
的
な
道
具
に

留
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
古
く
由
緒
あ
る

作
品
や
優
れ
た
音
色
の
名
器
な
ど
に
は
、
銘
と
い
う
愛
称

が
付
け
ら
れ
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
装
飾
を
施
し
た
匏
や

筒
、
箱
、
華
麗
な
絹
織
物
の
袋
な
ど
を
調
え
て
珍
重
し
た

の
で
す
。
海
浦
の
銘
に
ち
な
む
装
飾
に
彩
ら
れ
た
こ
の
笙

も
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
し
て
こ
の
楽
器
を
慈
し
ん
だ
所
有

者
の
愛
情
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。　
　
　

   （
茨
木 

恵
美
）

鎌
倉
時
代  

仁に
ん

治じ

二
年

（一
二
四
一
）　

当
館
蔵

彦　

根　

城　

博　

物　

館　

だ　

よ　

り
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笙
し
ょ
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い
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い

浦ぶ　
　

頼ら
い

尊そ
ん

作



　

 

空
調
設
備
改
修
に
よ
り　
　

 

臨

時

休

館

中 

10

ポケット
ミュージアム

開
国
記
念

館　

企
画
展
示
室
１

大
名
文
化
へ
の
誘い

ざ
な

い

（水）

 10 /1
2015 年
～

　

当
館
の
休
館
中
、
開
国
記
念
館
で
彦
根

城
表
御
殿
を
復
元
し
た
博
物
館
建
物
の
見

ど
こ
ろ
や
、
所
蔵
品
等
の
魅
力
を
、
パ
ネ

ル
と
複
製
品
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
会
場
内
の
端
末
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

■
会
場

　

開
国
記
念
館
（
彦
根
市
金
亀
町
３

－

２
）

■
開
館
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

■
休
館
日　

12
月
25
日
（
木
）
～
31
日
（
水
）

■
観
覧
料　

無
料

催
し

城
郭
博
物
館
三
館
連
携
講
演
会

彦
根
城
博
物
館
・
長
浜
城
歴
史
博
物
館
・
安
土
城
考
古
博
物

館
で
連
携
講
演
会
を
開
催
し
、
信
長
・
秀
吉
・
家
康
政
権
の

も
と
で
形
成
さ
れ
た
城
下
町
を
紹
介
し
ま
す
。

■
日　

時　

３
月
１
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
か
ら　

※
無
料

■
会　

場　

長
浜
文
化
芸
術
会
館　

ホ
ー
ル
（
長
浜
市
大
島
町
37
） 

■
申　

込　

不
要
（
当
日
先
着
順
）

美
術
講
座 

当
館
学
芸
員
が
、
井
伊
家
に
伝
来
し
た
美
術
工
芸
品
を
、
歴

代
当
主
と
の
関
係
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

■
内
容
・
日
時
・
会
場

　

第
１
回
「
井
伊
家
伝
来

                            

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
秘
話
」

       

12
月
６
日
（
土
） 

       

午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
30
分
ま
で 

　
　
　

１
講
「
12
代
当
主
直な

お

亮あ
き

の
買
物
帳
」（
髙
木
文
恵
）

　
　
　

２
講
「
15
代
当
主
直な
お

忠た
だ

と
紳
士
能
」（
茨
木
恵
美
）

　
　
　

３
講
「
井
伊
家
歴
代
の
甲
か
っ
ち
ゅ
う冑

」（
古
幡
昇
子
）

　
　
　

※
各
講
50
分
ず
つ
行
い
ま
す
。

      　

 

会
場

‥

サ
テ
ラ
イ
ト
プ
ラ
ザ
彦
根

　
　
　
（
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
彦
根
６
階
／
彦
根
市
大
東
町
２

－

28
）

　

  　

 

定
員

‥

30
名

　

第
２
回
「
現
地
見
学　

井
伊
直な

お

弼す
け

の
玄げ

ん
き
ゅ
う
え
ん

宮
園
茶
会
」（
奥
田
晶
子
）

　
　

３
月
７
日
（
土
） 

午
後
２
時
か
ら
３
時
ま
で 

　
　
　

井
伊
家
の
旧
下
屋
敷
の
大
名
庭
園
で
あ
る
玄
宮
園
を
訪
ね
、

　
　
　

13
代
直
弼
が
開
い
た
茶
会
を
茶
会
記
を
も
と
に
追
体
験
し

　
　

ま
す
。

　
　
　

会
場

‥

玄
宮
園　

定
員

‥

20
名

 

■
費　

用

 　

第
１
回　

資
料
代
3
０
０
円
（
彦
根
市
内
の
中
学
生
以
下
は
無

　
　
　

 　

料
）
※
１
講
の
み
受
講
の
場
合
も
同
額

　
 

第
２
回　

資
料
代･

保
険
料
３
０
０
円
（
参
加
者
は
保
険
に
加

　
　
　
　

 

入
し
ま
す
）
※
講
座
後
に
玄
宮
園
内
の
鳳
翔
台
で
抹

　
　
　
　

 
茶
と
お
菓
子
（
５
０
０
円
）
を
い
た
だ
き
ま
す
。
希

　
　
　
　

 
望
さ
れ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

■
申　

込 
 　

第
１
回　

不
要
（
当
日
先
着
順
）

 　

第
２
回　

�

往
復
は
が
き
往
信
の
裏
面
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・ 

生
年
月
日
・
年
齢

を
、復
信
の
宛
名
面
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、「
美 

術
講
座
」
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

 

申
込
期
間
：
２
月
１
日
（
日
）
～
２
月
20
日
（
金
）

                  

＊
当
日
消
印
有
効
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　

彦
根
屏
風

　
　
　

５
月
末(

予
定)

～

５月末頃

　

月
次
茶
器

　

※
展
示
作
品
は
い
ず
れ
も
複
製
品
で
す

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

　

収
蔵
資
料
の
紹
介
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
は

も
ち
ろ
ん
、
高
精
細
画
像
で
作
品
の
細
部

ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

http://hikone-castle-m
useum

.jp/　

「
井
伊
の
赤あ
か

備ぞ
な

え
」
で
知
ら
れ
て
い
る
井
伊
家
の
軍
団
の
活
躍

を
追
い
な
が
ら
、
近
世
大
名
家
の
軍
制
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

入
門
講
座　

歴
史
編 

彦
根
藩
の
歴
史 

―
「
井
伊
の
赤
備
え
」
部
隊
の
活
躍
― 

■
内
容
・
日
時
・
会
場

　

２
月
７
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で

  　

 

第
１
講
「『
井
伊
の
赤
備
え
』
の
成
立
」（
野
田
浩
子
）

  　

 

第
２
講
「
関
ヶ
原
合
戦
と
大
坂
の
陣
」（
青
木
俊
郎
）

　

２
月
８
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で 

  　

 

第
３
講
「『
平
和
な
時
代
』
の
軍
備
」（
渡
辺
恒
一
）

  　

 

第
４
講
「
相
州
警
衛
か
ら
戊
辰
戦
争
ま
で
」（
松
浦
智
博
）

   

※
各
講
70
分
ず
つ
行
い
ま
す
。
１
講
の
み
の
受
講
も
可
能
。

　

会
場

‥

サ
テ
ラ
イ
ト
プ
ラ
ザ
彦
根

　
（
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
彦
根
６
階
／
彦
根
市
大
東
町
２

－

28
）

　

定
員

‥

80
名

■
費　

用

    

資
料
代
3
０
０
円
（
彦
根
市
内
の
中
学
生
以
下
は
無
料
）

    

※
１
講
の
み
受
講
の
場
合
も
同
額

■
申　

込 

　

往
復
は
が
き
往
信
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、
復
信

の
宛
名
面
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、「
入
門
講
座
歴
史
編
」

係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
１
人
に
つ
き
１
通
の
申
込
）。

彦
根
城
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

　

申
込
期
間
：
12
月
１
日
（
月
）
～
１
月
23
日
（
金
）

　

＊
当
日
消
印
有
効
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

近
世
城
下
町
の
誕
生
と
形
成 

―
安
土
・
長
浜
・
彦
根
― 

月



特集

博
物
館
資
料
の
修
理

　
◆
彦
根
藩
井
伊
家
文
書

　

虫
・
鼠
ね
ず
み
・
水
害
な
ど
に
よ
り
破
損
し
、

開
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
順
次
修
理

し
て
い
ま
す
。
修
理
は
大
変
な
手
間
と
時

間
を
か
け
て
行
っ
て
お
り
、
欠
損
し
た
部

分
に
和
紙
の
原
料
を
流
し
込
ん
で
補
う

「
漉す

き
嵌ば

め
」
技
法
を
用
い
て
い
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
に
、
老
中
奉
書
を
中
心
に

九
五
〇
件
の
修
理
を
完
了
し
、
現
在
も
継

続
し
て
い
ま
す
。

◆
楽
器

　

十
二
代
直な
お

亮あ
き

に
よ
っ
て
収
集

さ
れ
た
当
時
の

姿
に
、
可
能

な
限
り
戻
す
こ

と
を
基
本
方
針

と
し
て
修
理
を

行
っ
て
い
ま

す
。
修
理
に

よ
っ
て
楽
器
本

来
の
姿
を
取
り

戻
し
、
か
つ
て

の
華
や
か
な
装

飾
が
甦
よ
み
が
える

だ
け

で
な
く
、
楽
器

内
部
に
記
さ
れ

た
銘
が
新
た
に

確
認
さ
れ
、
作

者
や
制
作
年
が

明
ら
か
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま

す
。

◆
天て
ん

衝つ
き

　

藩
主
の
甲か
っ

冑ち
ゅ
うの
天
衝
は
木
製
で
、
枘ほ
ぞ

穴あ
な

と
兜
か
ぶ
と

の
枘
と
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
固

定
し
て
い
ま
す
。
経
年
に
よ
る
木
の
歪ゆ
が

み

や
縮
み
が
積
み
重
な
り
、
近
年
で
は
枘
穴

が
裂
け
た
り
、噛
み
合
わ
せ
が
悪
く
な
り
、

兜
に
据
え
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
特
に
ひ
ど
い
も
の
は
、
接
着
あ
る
い

は
穴
を
調
整
す
る
な
ど
の
修
理
を
施
し
ま

し
た
。

　　　　　　 　

彦
根
城
博
物
館
の
中
央
に
は
、

四
方
を
建
物
に
囲
ま
れ
た
能
舞
台

が
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
能
舞
台

は
、
江
戸
時
代
の
寛
政
十
二
年

（
一
八
〇
〇
）
に
建
て
ら
れ
た
由
緒

あ
る
舞
台
で
す
。

　

江
戸
時
代
、
博
物
館
が
あ
る
こ

の
場
所
に
は
彦
根
城
表お
も
て

御ご

殿て
ん

が

建
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
表
御
殿

は
明
治
時
代
初
期
に
取
り
壊
さ
れ

ま
す
が
、
能
舞
台
は
、
彦
根
市
内

の
別
の
場
所
に
移
築
さ
れ
て
難
を

逃
れ
、
そ
の
後
、
博
物
館
の
建
設

を
機
に
本
来
の
位
置
に
移
築
復
元

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
能
舞
台
は
、

現
存
す
る
表
御
殿
唯
一
の
遺
構
な

の
で
す
。

　

舞
台
は
三
間（
約
六
メ
ー
ト
ル
）

四
方
。四
本
の
柱
で
屋
根
を
支
え
、

蛙か
え
る
ま
た股に

は
井
伊
家
の
家
紋
で
あ
る

橘
紋
が
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
舞
台

奥
の
鏡
か
が
み
い
た板
に
描
か
れ
て
い
る
の
は

老お
い

松ま
つ

。
向
か
っ
て
左
奥
に
は
橋は
し

掛か
が

り
が
あ
り
、
能
役
者
が
面
お
も
て

を
つ
け

て
出
番
を
待
つ
鏡か
が
み
の
ま間
に
続
き
ま

す
。

　

一
般
的
に
、
能
舞
台
の
床
下
に

は
、
音
響
効
果
を
狙
っ
て
大
き
な

甕か
め

が
据
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
能
舞
台
は
、
甕
で

は
な
く
巨
大
な
漆し
っ

喰く
い

桝ま
す

が
作
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
、
発
掘
調
査
か
ら

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
移
築
復

元
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
漆
喰
桝
も

復
元
さ
れ
、
毎
年
催
さ
れ
る
彦
根

城
能
や
狂
言
の
集
い
で
音
を
響
か

せ
て
い
ま
す
。

　

在
り
し
日
の
表
御
殿
の
姿
を
留

め
る
貴
重
な
能
舞
台
。
博
物
館
に

お
い
で
の
際
に
は
、
足
を
止
め
て

能
舞
台
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。     

　

      　
　
　
　
　
（
茨
木 

恵
美
）

　

小
連
載表

御
殿
の
み
ど
こ
ろ
②
　
江
戸
時
代
の
能
舞
台

床
下
の
漆
喰
桝

能
舞
台

天
衝
（
修
理
前
）

　
枘
穴
の
歪
み
に
よ
り
境
の

　

材
が
裂
け
た

（
修
理
後
）
欠
損
箇
所
を
埋
め
た
状
態

老
中
奉
書
（
修
理
前
）
開
く
こ
と
が
で
き
な
い

（
修
理
後
）

　

接
着
等
を
施
し
元
来
の
姿
に

琵
琶
（
修
理
前
）

　

接
着
剤
の
劣
化
に
よ
り
分
離

（
修
理
後
）

　

裂
け
た
箇
所
を
接
着
し
、

　

穴
を
整
え
た

　

彦
根
城
博
物
館
の
収
蔵
品
は
約
七
一
，
〇
〇
〇
件
。
長
い
時
を
経
て
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
資
料
で
す
が
、
中
に
は

大
き
な
損
傷
を
受
け
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
傷
み
の
進
行
を
止
め
、
本
来
の
姿
に
で
き
る
限
り
近
づ
け
る
た
め
に
、
資
料
に

負
担
を
か
け
な
い
必
要
最
低
限
の
修
理
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
資
料
は
多
岐
に
わ
た
り
、
現
在
は
彦
根
藩
井

伊
家
文
書
（
重
要
文
化
財
）
と
楽
器
を
主
に
修
理
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
損
傷
の
激
し
い
も
の
が
多
い
た
め
、
継
続
的
に

修
理
を
進
め
て
い
ま
す
。
緊
急
に
処
置
が
必
要
な
資
料
が
あ
る
場
合
は
、
適
宜
補
修
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
修
理
を
す
る
の
は
、
専
門
の
技
術
を
持
っ
た
業
者
で
、
博
物
館
の
指
導
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
手
法
や
修

理
の
材
料
を
選
択
し
て
い
き
ま
す
。

　

修
理
を
終
え
た
資
料
は
、
展
示
が
可
能
と
な
る
と
と
も
に
、
研
究
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
資
料
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
は
、
展
覧
会
な
ど
を
通
じ
て
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。
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江
戸
時
代
、
藩
士
や
そ
の
子
弟
な
ど
を
教
育
す
る
た
め
、
諸

藩
で
藩
校
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
数
は
江
戸
時
代
を
通
じ

て
二
〇
〇
校
以
上
に
の
ぼ
り
ま
す
。特
に
一
八
世
紀
半
ば
以
降
、

藩
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
藩
政
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
的

と
し
て
多
く
の
藩
校
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

彦
根
藩
に
お
い
て
も
、
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）、
藩
主
井い

伊い

直な
お

中な
か

に
よ
り
、
内う

ち

曲ぐ
る

輪わ

（
内
堀
と
中
堀
の
間
）
西
部
、
現
在

の
彦
根
市
立
西
中
学
校
付
近
に
稽け

い

古こ

館か
ん

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

稽
古
館
は
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）、
弘こ

う

道ど
う

館か
ん

と
改
称
さ
れ
、

そ
の
後
幾
度
か
の
組
織
改
革
や
名
称
変
更
が
行
わ
れ
、
明
治
四

年
九
月
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
西
中
学
校
に
は
稽
古
館

（
弘
道
館
）
の
痕
跡
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
講
堂
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
建
物
が
市
内
の
中
央
町
に
移
築
さ
れ
、

金
亀
会
館
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
（
彦
根
市
指
定
文
化
財
）。

　

今
回
は
、
稽
古
館
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
の
敷
地
の
変
遷
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

先
述
の
通
り
、
稽
古
館
が
建
設
さ
れ
た
の
は
、
現
・
西
中
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
付
近
で
す
。
明
治
五
年
の
記
録
に
よ
れ
ば
、

弘
道
館
（
稽
古
館
）
の
敷
地
坪
数
は
二
，
三
六
三
坪
余
り
、
そ

の
内
建た

て

坪つ
ぼ

が
七
七
七
坪
余
り
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
彦

根
城
博
物
館
が
所
蔵
し
て
い
る
「
藩は

ん

士し

新し
ん

古こ

家や

並な
み

記き

」
と
い
う

史
料
を
読
み
解
く
と
、
稽
古
館
の
建
設
用
地
が
ど
の
よ
う
に
準

備
さ
れ
た
の
か
が
明
ら
か
と
な
り
ま
す
。

　

稽
古
館
が
建
設
さ
れ
た
敷
地
は
、
も
と
も
と
は
二
区
画
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
両
区
画
の
変
遷
は
別
表
の
通
り
に
な
り

ま
す
（
こ
こ
で
は
東
半
分
を
区
画
Ａ
、
西
半
分
を
区
画
Ｂ
と
表

現
し
ま
す
）。

　

区
画
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い

て
見
て
い
く

と
、
区
画
Ａ

は
、
稽
古
館

建
設
以
前
は

「
御お

仕し

送お
く
り
が
た

方
」

が
使
用
し
て

お
り
、
彦
根

藩
の
公
的
施

設
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

一
方
区
画

Ｂ
は
、「
松

平
一
学
」
と

あ
り
、
稽
古

館
建
設
以

前
、

藩

士

の
松ま

つ
だ
い
ら
く
ら
の

平
倉
之

介す
け

家
（
二
～

六
代
目
）
の

屋
敷
地
で
し

た
。
建
設
時

の
記
録
を
藩

士
の
履
歴
史

料
（『
侍
中
由

緒
帳
』
三
巻
）

か
ら
見
て
い

く
と
、
寛
政
九
年
四
月
八
日
、
松ま
つ

平だ
い
ら

康や
す

純ず
み

（
倉
之
介
家
六
代
目
）

は
、
自
身
の
屋
敷
と
、
南
方
に
位
置
し
て
い
た
彦
根
藩
山
崎
御

用
屋
敷
と
の
替か

え

屋や

敷し
き

（
交
換
）
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
区
画
Ｂ
に
あ
っ
た
松
平
家
の
屋
敷
地
は
藩
に
収

し
ゅ
う
こ
う公

さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
替
屋
敷
に
当
た
っ
て
は
、
藩
か
ら
松
平
家
へ
「
建

前
不の

こ

残ら
ず

、
長
屋
共
勝
手
ニ
引

ひ
き
と
り
そ
う
ろ
う
よ
う
い
た
す
べ
く
そ
う
ろ
う

取
候
様
可
致
候
」
と
命
じ
ら
れ
て

お
り
、
区
画
Ｂ
に
既
設
の
屋
敷
・
長
屋
は
松
平
家
の
自
由
に
し

て
良
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
稽
古
館
建
設
に
当

た
っ
て
は
、
既
設
の
建
物
を
再
利
用
す
る
予
定
が
無
か
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
彦
根
藩
で
は
、
松
平
家
屋
敷
地
（
区
画
Ｂ
）

を
、
藩
の
御
用
屋
敷
と
交
換
の
上
収
公
し
、
藩
が
使
用
し
て
い

た
「
御
仕
送
方
」
の
土
地
（
区
画
Ａ
）
と
合
わ
せ
て
一
区
画
と

し
ま
し
た
。
区
画
統
合
の
際
、既
存
の
屋
敷
な
ど
は
破は

き
ゃ
く却
さ
れ
、

そ
の
上
で
稽
古
館
の
施
設
が
新
規
に
建
設
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
工
事
は
、
松
平
家
屋
敷
が
移
転

し
た
寛
政
九
年
以
降
に
開
始
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

の
区
画
統
合
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
敷
地
は
、
家
老
の
屋
敷

地
よ
り
も
広
大
な
も
の
で
し
た
。

　

稽
古
館
に
は
、彦
根
藩
の
知
行
取
藩
士
お
よ
び
そ
の
子
弟
で
、

一
五
才
か
ら
三
〇
才
ま
で
の
者
は
必
ず
出
席
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
加
え
て
、
扶
持
米
取
藩
士
、
一
五
才

未
満
ま
た
は
三
〇
才
以
上
の
知
行
取
藩
士
の
出
席
も
可
能
で
あ

り
、
稽
古
館
は
多
く
の
藩
士
が
一
堂
に
会
す
る
場
所
で
し
た
。

ま
た
稽
古
館
で
は
、
兵
学
・
天
文
学
・
算
学
・
槍
術
・
居
合
・

剣
術
・
柔
術
・
薙な

ぎ

刀な
た

・
馬
術
・
砲
術
な
ど
を
教
授
す
る
た
め
、

学
問
所
・
武
術
場
・
砲
術
場
な
ど
多
様
な
施
設
を
必
要
と
し
て

い
ま
し
た
。
彦
根
藩
は
、
こ
の
よ
う
な
藩
校
を
現
実
の
も
の
と

す
る
た
め
、
上
級
藩
士
の
居
住
区
域
で
あ
る
内
曲
輪
の
屋
敷
地

二
区
画
を
合
併
し
、広
大
な
敷
地
を
生
み
出
し
て
い
た
の
で
す
。

（
青
木 

俊
郎
）

「藩士新古家並記」（彦根城博物館蔵）より作成。

稽古館建設以前の土地使用
区画Ａ（東側） 区画Ｂ（西側）

順番 年代 使用者 順番 年代 使用者
1 不明 菅沼淡路 1 不明 小林久太夫

2 寛永 21 年（1644）7 月以前～
慶安年間（1648 ～ 1652）以後 内藤五郎左衛門 2 寛永 21 年（1644）7 月以前～

慶安年間（1648 ～ 1652）以後 三浦内膳

3 元禄３年（1690）４月以前～
元禄 12 年（1699）10 月 9 日 小野田小一郎 3 元禄３年（1690）４月以前～

元禄 12 年（1699）10 月９日 今村源右衛門

4 元禄 12 年（1699）10 月 9 日～？ 菊□様 (「菊姫」カ )

4 元禄 12 年（1699）10 月９日～
寛政９年４月８日 松平一学5 不明 御仕送方

6 不明 炭役所御用屋敷
7 天明年間（1781 ～ 1789） 御仕送方

8 寛政 11 年（1799）～  
天保元年（1830） 稽古館 5 寛政 11 年（1799）～

天保元年（1830） 稽古館

9 天保元年（1830）～ 弘道館 6 天保元年（1830）～ 弘道館

研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

藩
校
稽
古
館
の
建
設
準
備


